
くり」「もっと分
かりやすく」と言
われてハッとさ
せられました。
若いお客さんに
見てもらってい
る劇場と同じ調
子でやってもダ
メなんですよね。それからはしっかりと伝
わるように内容やテンポを工夫するよう
になって、ネタ作りの土台ができたと感
じています。しかも、ご高齢の方に笑っ
てもらえるネタは誰もが笑ってくれると気
づきました。
こーぞー：地域のイベントで子どもたち
が顔を覚えてくれていて、声をかけてく
れたのが嬉しかったですね。名前は覚
えてくれてなくて「茶髪！」って言われまし
たが（笑）

二人：（しばらく考えて）……無かったで
すね。地域の皆さんに本当に温かく支え
ていただき3年間楽しくさせていただきま
した。いきなりの「ちょっとオモシロいこ
とやって」のフリに苦戦することもありま
したが、厳しいヤジもなく地域の皆さま
に優しく受け止めていただいて嬉しかっ
たですね。

おっくん：色々なイベントに呼んでもらっ
て本当に勉強になりましたね。ステージ
はコンビニの店先からリヤカーの上まで
なかなか経験できない場所ばかりで、ど
んなシチュエーションでも動じない舞台
度胸がつきました。
こーぞー：司会とか苦手だったんですけ
ど、色々な場所で経験を積ませてもらっ
たおかげで最近では前に出て話すのも
できるようになりました。
おっくん：見に来てくれるお客さんも子

どもからご高齢
の方まで幅広
く、これも勉強
になりました。
ある敬老会のス
テージが終わっ
た後、お客さん
から「もっとゆっ

「職人」との一番の思い出はやはり、「職人」が淀川区住み
ます芸人ではなくなりますと、よしもとから連絡が来たとき
のこと。次の代替コンビの話まで来ていましたが、とりあえ
ず地域からリクエストが来ている秋くらいまでは続けても
らってそれから……なんて調整を進めていた時、ある地域
の盆踊り大会で二人とちょっと話す機会がありました。こー
ぞーのお腹にちょこっとパンチを当てて（決して「暴力」、「パ
ワハラ」ではありません。あくまでも親愛の情のサイン）「何
で、淀川区出ていくねん。せっかく地域の皆さん、喜んで
くれてるのに……」と言いました。淀川区の皆さんは「職
人」が来るのを本当に喜んでくれているのでもったいない
し、地域の皆さんにも悪いなぁと思ったのです。

「地域を元気にしよう！」と淀川区に「職人」がやって
来てはや3年。お二人に3年間を振り返りながら、
淀川区への思いを真面目に語ってもらいました。

喜びや成長 苦労やトラブル

淀川区住みます芸人

就任　 周年
記念特集
3

職人「
」

私が言ったからどうこうではないでしょうけど、「職人」が
思い直してくれて、すごく嬉しかった。ちゃんとお礼を言え
ていなかったのであらためて、「淀川区住みます芸人を続け
てくれてありがとう。」

山 本 区 長 の 　 　 話楽 屋

3周年おめでとうございます。
これからも頑張ってください！
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二人：天王寺区住みます芸人のミルク
ボーイのお二人（駒場 孝さん・内海 崇
さん）は誰にでも優しく、愚痴も言わず
謙虚な姿勢で努力を積み重ねておられ
ました。そんな苦労を知っているからこ
そ、M-１決勝戦でミルクボーイの優勝
が決まった瞬間にはテレビの前で自然と
涙が溢れ出ましたね。優勝した後でも
住みます芸人の役割を忘れずにおられ
て、こういう姿勢と気持ちが大切なんだ
なと学ばせてもらいました。

二人：コロナの影響で淀川区のイベント
も少なくなり、皆さんとお会いできる機
会がほとんどなくなってしまいました。
こんな状況でも負けず僕たち職人はお笑
いの活動を続け、コロナをきっかけに始
めた新しい事にも挑戦して芸の幅を広げ
れるよう努力しています！
コロナが収束してまたイベントに呼んで
いただけるようになりましたら、前よりも
沢山の笑顔を淀川区の皆さんにお届け

こーぞー：仕事が全くなくなってしまいまし
たね。外出もできないし、YouTubeチャン
ネルを開設したりして家にこもっていました。
おっくん：僕はランニングを始めたり、
身体を動かして過ごしていました。家に
こもってしっかりと太った相方とは逆に
体重が6㎏ぐらい落ちて身体が引き締ま
りました（笑）
こーぞー：劇場が再開されてからもしば
らくの間は無観客で中継のみ。お客さん
の反応が感じられない中での漫才は本
当に辛く、お客さんの笑い声のありがた
さが身に染みて分かりました。

おっくん：餅つきの行事にはたくさん呼
んいただき、年末頃だと月に10回とか！
お陰様で「吉本一餅つきが上手い芸
人」と言われています（笑） 餅つきは本当
に重労働で、つき終わるとフラフラ。でも、
つきあがったお餅を地域の皆さんと一緒
に食べながら労ってもらうと地域に溶け
込めた感じがして嬉しかったですね。

おっくん（右） 平成 3 年 1 月15日生まれ29歳 大阪府出身
こーぞー（左） 平成元年11月19日生まれ30歳 山形県出身
NSC吉本総合芸能学院36期生。怒りそうもない穏やかな
人柄のこーぞーにおっくんから声をかけて平成28年11月
2日にコンビを結成。ネタは「自分の言葉は自分で考えた
い」との思いから二人で話し合って作る。

こーぞー：夏の盆踊りにもたくさん呼ん
でもらって、提灯などできれいに飾り付
けられた会場は故郷の山形の懐かしい
風景を感じさせてくれました。今年はコ
ロナの影響で中止が相次ぎとても残念
でした……。

できるように頑張ります！
それまで淀川区の皆さんもどうかコロナ
に負けず元気にお過ごしください！！

職人から皆さまへメッセージ

プロフィール

コロナウイルス感染症の影響地域のイベントの思い出

住みます芸人こぼれ話
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